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多久東部太鼓保存会

市報たく　2012.819

　『多久東部太鼓保存会』は、平成23年 4 月に設立し、9
月より練習を開始しました。会員は小学 1年生から60歳
まで総勢24人。親子で参加している方もいます。週 3回月・
水･金曜日夕方 5時から、子どもも大人も一緒に、東部小
体育館で練習に励んでいます。和の伝統文化である和太
鼓を通じて、礼儀・想像力・生きる力を育み、ひいては、
ふるさとの活性化に寄与する目的で活動をしています。�
　始めたときは全員素人。大太鼓・中太鼓・締太鼓など
20台を揃え、両

ふ た ご

子太鼓浮立保存会の横尾昌子さんに指導
をしてもらっています。昨年のクリスマス会で初めて 1
曲を披露。その後、曲数を増やしたり、公演を重ね、 6
月の元気玉まつりでも、私たちの演奏を市民のみなさん
に届けることができました。�
　代表の石丸さんは「今後も魂を込めて太鼓を打ってい
きたい。そして太鼓を打つ機会を増やしていきたい」と
熱く語り、興味のある方の参加を待っています。�

　瀬田家は元々龍造寺姓であり、元亀元年（1570年）
龍造寺長信が梶峰城に入城した際、長信に従って多
久へやってきました。龍造寺石

いわ

見
みの

守
かみ

を名乗り、長信
とその子家久（後の多久安

やす  とし

順）のもとで活躍してい
ました。
　佐賀藩の藩政が鍋島氏に移ってのち、慶長13年

（1608）、龍造寺家久が徳川家康に駿府城の普請を命
じられたことをきっかけに、多久姓を名乗るように
なります。そして家久は駿府からの帰途、龍造寺石
見守に瀬田を姓とするよう命じました。これが瀬田
家のはじまりです。
　多久町の石州分は、龍造寺長信から龍造寺石見守

（石州）が采
さい

地
ち

として賜ったもので、石州の采地=持分
ということで、石州分の地名の由来となっています。
　郷土資料館では、瀬田家のご協力をいただき、瀬

田家に伝わる貴重な資料を
展示しています。ぜひご覧
ください。

▼体育館中に響きわたる和太鼓の練習

問�代表　石丸哲也　☎090−3608−4927

魂を込めて太鼓を打っていきたい！
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■問い合わせ　多久市郷土資料館　☎75−3002

●連載16● 郷土資料館で学ぶ多久の歴史

『龍造寺一門の名家　瀬田家展』

　多久市郷土資料館ミニ企画展　

龍造寺一門の名家　瀬田家展
会場 /多久市郷土資料館 3号展示室
会期 / 7 月 6 日㈮～ 9月23日㈰
開館時間 / 9 時～16時　入館 /無料
休館日 /月曜日（月曜が休日の場合は開館し翌火曜休館）

◀瀬田家の紋「十
じゅうろくひあし

六日足」入り軍
ぐんせん

扇


